










り (｢スポーツ産業創成期｣), その後, 1940年代
からの ｢経営規模拡大期｣ と 60年代からの ｢本
格展開期｣ にはスポーツの大衆化によって ｢レジャー
スポーツ産業｣ が, またマスメディアの発達によっ
て ｢スポーツ情報産業｣ が興隆し, 1980年代の
｢市場成熟期｣ にはフィットネスクラブが急成長
するなど ｢スポーツ施設業・サービス業｣ が活発































位置づけているが (原田, 2005, pp. 1213), プ
ロスポーツにかぎらず, スポーツ興行やスポーツ
イベントを担う ｢競技団体｣ や ｢スポーツリーグ｣


















院, 54の大学, 21の専門学校が ｢スポーツビジ
ネス｣ や ｢スポーツマネジメント｣ のカリキュラ
ムを取り入れている (江戸川大学スポーツビジネ







































Jリーグ (29/31), bjリーグ (6)
・ノンプロフェッショナルなスポーツクラブ
(54)；ラグビートップリーグ (14), JBLスー
パーリーグ (7), WJBL/Wリーグ (8), V






② 採用状況；2004年, 2005年, 2006年度の
新規採用状況 (正規採用／非正規採用, 新卒
／中途)


























サンプル数 35) の従業員数 (正規雇用, 非正規
雇用の合計｡ ボランティアや理事は除く) の平均
値を表 2に, 度数分布を図 1に, また正規従業員
(理事は除く) の占める割合の度数分布を図 2に
示す｡ これら NFの正規雇用従業員の平均は 6.7
人 (SD 7.3), 正規雇用従業員の占める割合の平
均は 65.1％ (SD 30.4) であった｡ 正規雇用従業
員が 8割以上という団体が最も多いが, 0人とい




過去 3年間 (2004, 2005, 2006年) の NFの正
規従業員の採用は, 新卒採用をしたNFが 4団体,





は 2団体であった｡ 採用方法は, 公募を行うとし
た NFは 4団体にとどまり, 半数近くの NFが,
｢友人・知人・関係者・役員からの紹介｣ や ｢縁



































020 2140 4160 6180 81100
図 2 NFの従業員に占める正規雇用従業員の割合
(度数分布)
表 3 NFの採用方法 (複数回答)
度 数
公 募 4
ハ ロ ー ワ ー ク 8
人 材 斡 旋 会 社 4
コ ネ ク シ ョ ン1 17









正 規 雇 用 従 業 員 6.7 7.3 34 0.0
非正規雇用従業員 1 2.1 2.9 14 0.0




体協加盟スポーツ競技団体 56 35 62.5
リ ー グ 事 務 局 8 4 50.0
プロスポーツクラブ 47 21 44.7
企業スポーツ・クラブ
ノンプロフェッショナルクラブ1 54 14 25.9





採用の際には ｢実務経験｣ や ｢語学力｣ を重視























な ど で の
｢運動部｣経
験者である







実務経験 語 学 力
平 均 3.4 2.4 3.5 3.3 3.3 2.1 1.9
Ｓ Ｄ 0.7 1.0 0.5 0.9 0.9 1.1 0.9
度数分布
重 視 す る 1 0 4 0 0 0 6 6
やや重視する 2 2 6 0 4 4 7 8
あまり重視しない 3 6 6 8 4 3 2 2
重視しない 4 8 3 8 8 9 3 1
合 計 16 19 16 16 16 18 17
表 5 スポーツリーグ事務局の雇用状況
団体
正規雇用従業員 非正規雇用従業員1 ボランティア2 従 業 員 合 計3
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
1 プロスポーツリーグ 22 17 5 2 2 0 24 19 5
2 プロスポーツリーグ 8 5 3 4 3 1 4 2 2 12 8 4
3 企業スポーツリーグ 4 2 2 3 1 2 7 3 4
4 企業スポーツリーグ 2 1 1 2 1 1 4 2 2




正規雇用従業員 (人) 非正規雇用従業員 (人) 合 計 (人)
ｎ 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小
プ ロ 野 球 6 59.3 143 19 27.3 63 2 87.0 145 34
Jリーグ(J 1クラブ) 5 28.6 70 9 20.5 29 9 45.0 70 27
Jリーグ(J 2クラブ) 7 17.7 26 11 12.3 30 2 28.6 19 19
bj リ ー グ 3 6.3 8 5 3.3 5 1 9.7 12 6
全 体 21 30.6 143 5 17.4 63 1 46.5 145 6
間で従業員数のばらつきが大きく, Jリーグでは
























平均 最大 最小 平均 最大 最小
プ ロ 野 球 9.8 20 2 5.7 16 0
Jリーグ (J 1クラブ) 1.2 4 0 3.4 6 0
Jリーグ (J 2クラブ) 5.0 16 0 0.9 3 0
bj リ ー グ 3.3 6 0 1.3 4 0










な ど で の
｢運動部｣経
験者である







実務経験 語 学 力
全 体
平均 3.5 3.1 3.1 3.1 3.4 1.8 2.5
SD 0.9 1.0 0.9 0.8 0.7 1.1 0.8
プ ロ 野 球
平均 3.4 3.2 3.0 2.8 3.3 2.6 2.4
SD 0.5 0.4 0.0 0.8 1.0 1.5 0.5
Jリーグ (J 1)
平均 3.4 3.2 3.0 2.8 3.3 2.6 2.4
SD 1.4 1.4 1.2 1.0 0.7 1.2 1.4
Jリーグ (J 2)
平均 3.5 2.9 3.0 3.3 3.5 1.4 2.5
SD 1.2 1.2 1.3 0.5 0.5 0.8 1.0
bj リ ー グ
平均 4.0 3.3 3.7 3.3 3.3 1.7 2.3
SD 0.0 1.2 0.6 1.2 1.2 0.6 0.6
度数分布
重 視 す る 1 1 1 1 0 0 10 1
やや重視する 2 1 4 3 4 2 3 8
あまり重視しない 3 3 5 7 7 5 3 5
重視しない 4 11 7 6 6 8 2 2
合 計 16 17 17 17 15 18 16
表 8 プロスポーツクラブの採用方法 (複数回答)
度 数
公 募1 3
ハ ロ ー ワ ー ク 5
人 材 斡 旋 会 社 2








身｣ ｢当該競技経験｣ ｢運動部経験｣ ｢スポーツビ
ジネス専攻｣ といった条件はほとんど重視されて
いない｡



























合計 コ メ ン ト
1 ソフトボール 人事部 事務局 3 0 2 5
2 ソフトボール 地方支社の事業部 運 営 4 0 0 4 企業の正規従業員で対応している
3 ソフトボール ソフトボール事務局 総務, 企画, 広報宣伝, 運営, その他 3 0 0 3





5 0 0 5
6 バスケットボール 新規事業室 13 2 0 15
7 バスケットボール 総務部 チーム運営 (企画・運営管理) 4 0 0 4
8 バレーボール 4 4 0 8
9 バレーボール スポーツ関連事業部 総務, 企画, 広報,運営 6 0 3 9
























平均(人) 5.7 0.5 1.0 7.2
S D 3.8 1.2 1.5 4.8
最大(人) 13 4 4 16














































｢実務経験｣ と ｢語学力｣ を重視する傾向があり,











な ど で の
｢運動部｣経
験者である







実務経験 語 学 力
平 均 2.9 1.6 2.3 3.3 3.3 2.8 3.2
Ｓ Ｄ 1.5 1.1 1.2 1.0 1.0 1.3 1.0
度数分布
重 視 す る 1 2 5 2 0 0 1 0
やや重視する 2 1 2 4 2 2 2 2
あまり重視しない 3 0 0 0 0 0 0 1
重視しない 4 4 1 2 4 4 3 3







社｣ であるが, 所属するリーグにより, またレベ
ルによって雇用状況に差がみられた｡ 正規雇用の
従業員数はプロ野球球団がもっとも多く (平均
59.3人), Jリーグクラブ (J 1平均 28.6人, J 2
平均 17.7人), bjリーグクラブ (平均 6.3人) が
これに続く (表 6)｡ これらは単純にリーグの経
営規模・経済規模を反映していると考えられるが,
特に Jリーグが公開している 2005年度のクラブ
経営状況によれば, J 1の 1クラブ当たり平均営
業収入 30億 8,400万円に対し, J 2クラブは, 8
億 8,500万円と 3倍以上の開きがあり, 従業員数
もこうした経営規模を反映したものと考えられる
(Jリーグホームページ参照)｡ こうしたクラブの
経営規模の違いは, J 1と J 2の間でクラブが昇
格ないし降格した際に問題化する可能性が考えら
れる｡ 本調査の結果からみると, クラブの経済規
模だけでなく, クラブが J 2から J 1に昇格した




















やはり ｢体育大出身｣ や ｢当該競技経験｣ ｢運動
部経験｣ ｢スポーツマネジメント専攻｣ といった
条件よりも, ｢実務経験｣ や ｢語学力｣ が重視さ



















である (間野ら, 2003, 2004, 2005；澤井ら, 2006)｡
ただ本調査に回答した企業クラブにもみられる
ように, 企業クラブを管理する部局を ｢新規事業
部｣ や ｢事業推進室｣ ｢ソフトボール事務局｣ や
｢ラグビー部支援室｣ といった個別の部署として














務経験｣ や ｢語学力｣ があまり重視されていない
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